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参考資料１．『下野市幹線道路網整備計画』の概要

≪基本計画編の整理（平成19年度）≫

① 計画の対象期間

平成20～平成37年

② 計画の内容

基本方針の設定

将来幹線道網の設定

整備対象路線の抽出

幹線道路の整備計画

整備対象路線の設定

整備プログラム編へ

整備課題の設定現況特性の把握

基本テーマ
｢人に優しい交通環境の
整備を支援する幹線市
道網づくり｣

将来幹線道網図

道路の役割・機
能を踏まえた将
来像の設定

位置づけや整備
状況を踏まえ整
備が必要な路線
を抽出

優先的に整備す
べき路線を設定

路線ごとの整備
内容を設定
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整備対象路線図
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≪整備プログラム編の整理（平成20年度）≫

① 《基本計画編》を受けた整備プログラムの策定

将来都市構造の基盤・交通体系の骨格をなす幹線市道網の構築に向けた整備推進を図る上

で、整備具体化の指針の作成を目的とします。本市の幹線市道の“整備水準のあり方”や“効

果的・効率的な整備推進の考え方”について検討し、幹線市道について整備の優先順位を定

め、効率的な事業投資を図っていくための｢整備プログラム｣を設定しました。

② 計画の内容

２．整備水準の設定～評価

１．

３．整備シナリオの設定

５．整備プログラムの設定

４．整備優先順位の決定

基本方針図
(骨格道路・重点事業)

道路網づくりの基本方針の設定

シナリオ視点の設定

骨格道路・重点事業の整理

シナリオの作成/シナリオ採択

サブテーマ
視点Ⅰ [都市]

住みよいまちの基盤となる

道路網づくり
視点Ⅱ [生活]

安全・安心な市民生活を

支援する道路網づくり
視点Ⅲ [環境]

快適な都市環境の形成を

支援する道路網づくり

＊次ページ整備優先順位図

基本計画編における位置づけの整理

都市・生活・環境の視点によるシナリオ
設定と該当路線の抽出

将来幹線道路網における機能別の整備
水準の設定と路線別の適用

望ましいシナリオの
実現に該当する路線
を優先的に位置づ
け、整備順位を決定

短期・中期・長期の道路整備プログラ
ムと投資配分の設定
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整備優先順位図
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参考資料２．路線番号の整理

合併からこれまで旧３町で別々に管理されていた道路台帳を統合したことにより、１・２級幹

線道路が変更になり、併せて各市道の路線番号が見直しになったため、新１・２級幹線市道と旧

路線番号との対応を整理します。

■新１・２級幹線市道と旧路線番号の対応

新１級
幹線市道

旧路線番号
新２級

幹線市道
旧路線番号

1- 1 石1-1 2- 1 石2-15

1- 2 石2-17 2- 2 石2-21

1- 3 石2-20、国3002、国3009、新設道路 2- 3 石1-5、石1-6

1- 4 石2-16 2- 4 石1-14、石3066

1- 5 石2-22、石2-27 2- 5 石4101

1- 6 石1-13、石2-24 2- 6 石4065

1- 7 南1-2 2- 7 石1-7、石3038

1- 8 国1-7 2- 8 石1-8

1- 9 南2-3、南2-7 2- 9 南1-1

1-10 南1-3 2-10 石1-4、石1-9

1-11 国2-14 2-11 南112、南150、南213

1-12 国1-9、国4305 2-12 国3020、国4302、国4314

1-13 国1-3 2-13 国1-8

1-14 該当なし(新設道路) 2-14 南1-8

1-15 国1-6、国2-16、国2-17 2-15 農道

1-16 南1-14、新設道路 2-16 都市計画道路 東通り線

2-17 国2-25

2-18 国2-16

2-19 国1-4、国4054

2-20 南2-10、国2-4

2-21 国2-13

2-22 国2-27

2-23 南2-12、南72

2-24 国1-2、南1-9

2-25 南1-9

2-26 国1-10

2-27 南1-10

2-28 南1-12、南2-16

2-29 国1-5、国2-3、国2-5

2-30 国2-8
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【 見直し路線 】

※平成19・20年度の計画において“将来幹線道路”“整備対象路線”として位置づけられていたが、再

編により一般市道等となった路線



参考資料３．自動車保有の状況

道路状況を保管する参考資料として、自動車保有の状況を整理します。

検査台数ベースで見た自動車保有台数については、人口・世帯数と同様の傾向を示してきま

したが、過去５年においては車両総数が減少傾向に転向しています。ただし、貨物自動車及び

その他(乗合・特殊・二輪)車両の台数が減少しているのに対し、乗用車は増加傾向を続けてお

り、平成12年→平成22年の10年間で9.4％増加しています。

世帯あたりの自動車保有台数の状況は、自動車保有台数よりも世帯数の増加率が高いため、

「貨物自動車＋乗用車」「乗用車のみ」のいずれの集計においても、減少傾向にあります。平

成22年時点で、「貨物自動車＋乗用車」の保有台数が世帯あたり1.55台、「乗用車のみ」の保有

台数が世帯あたり1.28台となっています。なお、県平均は、「貨物自動車＋乗用車」の保有台

数が世帯あたり1.41台、「乗用車のみ」の保有台数が世帯あたり1.22台となっており、本市は

県平均よりやや上位に位置しています。

【 人口・世帯数及び自動車保有の推移 】（資料：国勢調査、関東運輸局）
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参考資料４．交通量調査結果

(1) 調査概要

新規整備路線(市道 1-3 号線)の開通に伴い、新規路線の利用状況と周辺の交通状況を把握す

るため交通量調査を実施し、将来幹線道路網計画の基礎資料とします。

① 調査日

調査日：平成 24年 10 月 18 日（木）

② 調査時間

7：00～19：00（12 時間連続調査）

③ 調査内容

・自動車交通量調査

調査地点を通過する車両を、車種別、方向別、時間別に観測しました。

車種分類は、乗用車、バス、小型貨物車、普通貨物車、二輪車(原動機付を含む)とし、30

分ごとに集計しました。

【 車種分類 】

車種分類 ﾅﾝﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄの車頭番号 備 考

乗用車 3.5.7 乗用車、ワゴン車、軽乗用車等

バス 2 路線バス等

小型貨物車 4.6 小型トラック、ライトバン、軽トラック等

普通貨物車 0.1.9 大型トラック、タンクローリー等

二輪車 － 原付を含む自動二輪

※8 ナンバー(特殊車)及び外交官車輌等は形状・用途に応じて分類する

・歩行者及び自転車交通量調査

調査地点を通過する「歩行者」及び「自転車」を、方向別、車種別、時間別に観測しまし、

30 分ごとに集計しました。

④ 調査箇所

下表及び次ページの【 調査地点位置図 】参照

№ 調査地点（当該路線名） 交差形状

1 国道 352 号×市道 1-3 号線 十字路

2 一般県道笹原壬生線×市道 1-3 号線 十字路

3 国道 352 号×市道 2-8 号線 十字路
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【 調査地点位置図 】

地点１

地点２

（県道 183 号線）

市道 1-3 号線

地点３

市道 2243 号線
一般県道笹原壬生線
自治医科大学病院
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(2) 調査結果

国道352号の交通量が多くなっていますが、新設された市道1-3号線への交通の流れも見られ

ます。調査箇所No3地点では、前回調査と比較して、南北方向の交通量が減少しており、並行

する市道1-3号線が南北方向への移動を分担していると考えられます。

【 結果概要 】

No1 国道 352 号×市道 1-3 号線

路線名 方向 12 時間交通量 1 時間当たりの交通量 特 性

市道 1-3 号 A 北進 2,597 216 朝夕に混雑が見られる。

国道352号の交通量が多

くなっているが、新設の

市道1-3号線の交通量も

多い。

国道 352 号 B 東進 4,436 370

市道 1-3 号 C 南進 2,277 190

国道 352 号 D 西進 3,324 277

合計 12,634 1,053

No2 笹原壬生線×市道 1-3 号×農道

路線名 方向 12 時間交通量 1 時間当たりの交通量 特 性

市道 1-3 号 A 北進 2,238 187 市道1-3号線への交通量

が多い。朝方の南北方向

の交通量が多い。
笹原壬生線 B 東進 1,949 162

農道 C 南進 1,411 118

笹原壬生線 D 西進 1,833 153

合計 7,431 619

No3 国道 352 号×市道 2-8 号×市道 2243 号

路線名 方向 12 時間交通量 1 時間当たりの交通量 特 性

市道 2243 号 A 北進 620 52 朝夕の混雑が見られる。

国道352号の交通量が多

い。
国道 352 号 B 東進 4,795 400

市道 2-8 号 C 南進 605 50

国道 352 号 D 西進 4,826 402

合計 10,846 904

[ No3 地点：前回調査との比較 ]
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【 交通量状況図 】
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